
（1）　れ い め い

　

新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
民

主
党
か
ら
自
民

党
へ
の
政
権
交
代
が
あ
り
、
今
年
は
変
革

の
年
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
我
が
国
は
7

年
後
の
2
0
2
0
年
に
は
団
塊
の
世
代
が

70
歳
に
な
り
、
さ
ら
に
2
0
3
0
年
に
は

史
上
最
大
の
高
齢
者
を
抱
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
医
療
の
目
標

は
『
絶
対
医
療
』
か
ら
『
機
能
改
善
』
へ
、

『
絶
対
救
命
』
か
ら
『
人
生
支
援
』
へ
と

医
療
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
大
転
換
す
る
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。
す
な
わ
ち
、
急
性
期

ケ
ア
↓
回
復
期
ケ
ア
↓
長
期
ケ
ア
の
サ
イ

ク
ル
が
繰
り
返
さ
れ
、
最
後
は
末
期
ケ
ア

（
緩
和
ケ
ア
）
を
受
け
て
人
生
を
終
わ
る

と
い
う
ケ
ア
サ
イ
ク
ル
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
の
宇
賀
岳
病
院
は
念
願
で

あ
っ
た
新
築
移
転
が
無
事
に
済
み
、
名
称

も
「
宇
城
総
合
病
院
」
と
改
め
総
合
病
院

機
能
を
有
す
る
宇
城
地
域
の
中
核
的
病
院

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新

病
院
開
院
以
来
、
多
く
の
病
院
見
学
者
や

患
者
さ
ん
か
ら
立
派
な
建
物
と
機
能
的
構

造
に
お
褒
め
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
〝
ハ
ー
ド
の
充
実
〞
か
ら
〝
ソ
フ

ト
の
強
化
〞
へ
飛
躍
の
年
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
住
民
の
方
々
は
ど
の
よ
う
な
機
能

を
宇
城
総
合
病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
い
つ
で
も
、
ど
の
よ
う
な

疾
患
で
も
診
て
貰
え
る
総
合
病
院
機
能
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
常
に
こ
れ
ら

の
方
々
の
要
望
に
応
え
る
努
力
を
最
大
限

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

我
々
規
模
の
病
院
で
は
出
来
る
こ
と
と
出

来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院
と

し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
か
明
確
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
我
々
の
病
院
の
立
場
と
し
て
一
つ

の
重
要
な
機
能
は
、
こ
れ
ま
で
の
急
性
期

医
療
機
能
、
特
に
「
救
急
医
療
」
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
年
間
1
2
0
0
回
の
救
急
車
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
民
間
病
院

で
は
多
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。
医
療
機
能

を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
よ
り
多
く
の
方
々

の
命
を
救
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
回
復
期
医
療
機
能
を
充
実
さ
せ
、

こ
れ
か
ら
は
病
病
・
病
診
に
よ
る
後
方
病

院
や
介
護
・
福
祉
施
設
と
の
連
携
も
大
切

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
の

方
々
の
当
院
に
対
す
る
御
要
望
に
一
歩
で

も
近
づ
く
た
め
に
今
後
「
地
域
医
療
支
援

病
院
」
の
指
定
を
目
指
す
こ
と
は
不
可
欠

と
考
え
、
今
年
は
新
し
い
夢
に
向
か
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

宇
城
総
合
病
院
は
今
後
も
進
化
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
御
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〔発行〕社会医療法人黎明会
　　　　宇城総合病院
　　　　院長　江上　寛
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誠実な医療を実践し地域に貢献します

・地域のニーズに応える

・安全な医療の実践　

・魅力ある職場づくり

基　本　方　針
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「
新
し
い
夢
に
向
か
っ
て
」
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当
院
は
昭
和
59
年
7
月
1
日
宇
賀

岳
病
院
と
し
て
一
般
病
床
48
床
、
職

員
数
80
名
で
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
得
て
28
年

の
歩
み
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
交
通
の
至
便
な
宇
城
市
松

橋
町
久
具
の
現
在
地
に
新
病
院
が
完

成
し
、
平
成
24
年
9
月
29
日
、
病
院

名
を
宇
城
総
合
病
院
と
改
称
し
て
新

病
院
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

常
勤
医
師
数
22
名
、
15
診
療
科
、
病

床
数
179
床
、
10
対
1
看
護
体
制
、
職

員
数
346
名
で
す
。
新
病
院
で
も
こ
れ

ま
で
通
り
急
性
期
一
般
病
床
の
み
で

な
く
、
亜
急
性
期
病
床
、
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
病
床
を
有
し
、
急
性
期
か
ら

退
院
に
い
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い

治
療
が
提
供
で
き
ま
す
。
ま
た
、
開

放
型
病
床
を
有
す
る
開
放
型
病
院
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

病
院
、
診
療
所
、
施
設
と
緊
密
に
連

携
し
、
心
新
た
に
地
域
医
療
の
中
核

的
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
病
院
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
域

へ
の
環
境
負
荷
の
少
な
い
資
機
材
の

使
用
、
室
内
の
快
適
性
、
景
観
へ
の

配
慮
な
ど
環
境
性
能
を
重
視
し
た

設
計
に
取
り
組
み
、
熊
本
県
初
の

建
築
環
境
総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ

ム
（CA

SBEE

）
S
ク
ラ
ス
の
認

定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
効
率
的
で

ス
リ
ム
な
運
営
を
目
指
す
新
病
院
に

ふ
さ
わ
し
い
称
号
を
得
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
医
療
も
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
時
代
で
す
。
豪
華
さ
や
派
手

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
建
物
と
同
様
に
宇
城
総
合
病
院

で
は
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
り
良
い
環

境
の
中
で
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
施
設
面
も
さ
ら
に
充
実
さ

せ
ま
す
。
本
年
も
皆
様
か
ら
の
忌
憚

な
い
意
見
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
医
療
を
通
し
て
宇
城
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
職
員
一
同
誠

実
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様

に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

病
院
長江

上　

寛
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　新築移転し、宇城総合病院となり、３ヶ月が過ぎました。外来での受付システムや採血室、放射線室
などの場所が変わり戸惑いも多かったと思います。更に、開院と同時に電子カルテに切り替え、私達職
員も戸惑うことが多く、患者様には大変ご迷惑をおかけしました。
　新病院の待合室は、天井を高くし、照明もやわらかくしてゆったりとした造りになっております。ま
た採血のために食事抜きで来院される方も多いので、売店の前に軽食が取れるラウンジを設けましたの
でご利用ください。
　10月の移転に伴い、外来患者様の受付、診察、会計までの流れが、変更になりました。旧病院では、
初めての方、予約のある方、問わずすべての患者様に受付して頂いておりましたが、新病院では、予約
のある方には、受付窓口ではなく、再来受付機（図A）をご利用して頂く事になりました。診察券を再
来受付機に通していただくと受付完了になります。受付が終了しましたら、基本票と受付番号票が発行
されます。備え付けのファイルに基本票を入れ、サテライトに出して頂き、各診察室前にてお待ち頂き
ます。
　初めての方は、（図1）にて受付をして頂き、問診票記入後、各科サテライトへお出しください。
　診察が済まれましたら、お手持ちのファイルを会計（図3）に出して頂きます。計算ができましたら
電光掲示板（図C）に受付番号が表示され、自動精算機でのお支払いとなります。
　簡単に受付から会計までの一連の流れをお伝えしました。

　時間帯によっては、お待たせすることも多々あると思います。
　不明な点、お気付きの点がありましたら、職員に気軽にお声をおかけください。

※尚、ご予約の変更は、平日の14時～17時にして頂きます様、ご協力お願いします。

外来師長　藤本　有子
医事課長　辛川　明美

外 来 紹 介
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★電子カルテシステム導入について★

◆外来診療医師一覧表◆
平成25年1月1日～（平成24年9月12日更新）

診     療    科 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

外　　科 診療担当医 飽田　和博
（呼吸器外科）

江上　寛
（消化器外科）

松田　貞士
（消化器外科）

栗﨑　貴
（消化器外科）

前田　健晴
（消化器外科） 担当医

（AM）

救急対応

午　　　後

整  形  外  科 診療担当医 山城　和馬
（整形外科）

井　賢治
（整形・ペインクリニック）

大多和　聡
（整形外科）

岡元信和（非常勤）
（整形外科）

赤城　哲哉
（整形外科）

午　　　後 手　　術　　・　救　急　対　応

総合診療科
（リハビリ科）

診療担当医 赤城　哲哉
（整形外科）

中野　章
（外科）

午　　　後 病　棟　回　診　・　救　急　対　応

内　　科 診療担当医
中村　亮斉

（循環器内科）
福田　秀明
（呼吸器内科）

中村　亮斉
（循環器内科）

米良　昭彦
（呼吸器内科）

小山田直朗
（消化器内科） 担当医

（AM）

救急対応
米良　昭彦

（呼吸器内科）
盛　三千孝
（循環器内科）

小山田直朗
（消化器内科）

釆田　憲昭
（消化器内科）

福田　秀明
（呼吸器内科）

午　　　後 病　棟　回　診　・　救　急　対　応

神経内科 診療担当医 平原　智雄
（非常勤）

救
急
対
応

循環器内科 診療担当医 上村　智明
（非常勤）

泉家　康宏
（非常勤）

糖尿病センター 診療担当医 竹田　晴生
（代謝内科）

竹田　晴生
（代謝内科）

竹田　晴生
（代謝内科）

竹田　晴生
（代謝内科）

竹田　晴生
（代謝内科）

小  児  科 診療担当医 ＡＭ 村上　幹彦 村上　幹彦 板井　義男 村上　幹彦 村上　幹彦
ＰＭ 板井　義男 板井　義男 板井　義男 板井　義男 板井　義男

泌尿器科 診療担当医 中村　武利 中村　武利

内 視 鏡 検 査 担 当 医 ＡＭ 松田貞士・前田健晴・小山田直朗 前田健晴・小山田直朗 栗﨑　貴・飽田和博 松田貞士・飽田和博 栗﨑　貴・釆田憲昭
ＰＭ 飽田和博・松田貞士・栗﨑 貴 小山田直朗 釆田　憲昭 松田　貞士 栗﨑　　貴

放射線科 読影担当医 前田　陽夫 前田　陽夫 前田　陽夫 前田　陽夫 前田　陽夫
健診センター 診療担当医 ＡＭ 並川和男（予約制） 並川和男（予約制） 並川和男（予約制） 並川和男（予約制）

リハビリテーション ＡＭ 《受付時間》　 9：00 ～ 11：30
ＰＭ 　　　　　　13：30 ～ 15：30

腎・透析センター 透析担当医 ～15時 盛　三千孝 中村　武利 盛三千孝又は中村武利 盛　三千孝 中村　武利 盛三千孝
又は中村武利

15時～ 盛　三千孝 盛三千孝又は中村武利 中村　武利

受付時間　　【平日】 8：30～12：00（但し、泌尿器科11：30まで、整形外科11：30まで）　　【土・日・祝日】　救急対応
　　《小児科夕診》　受付時間　月曜～金曜　14：30～16：30　

　当院は平成24年10月1日の移転開院と同時に電子カルテ・オーダーリングシステムの運用を開始致しました。
【導入の目的】
　新病院運営における基幹システムと位置付け、患者サービスの向上及びスタッフの事務処理軽減を図る
【導入のまでの道のり】
・平成23年2月に電子カルテ・オーダーリングシステム導入検討委員会を設置し、月1回のペースで委員会にて
業務要件や導入システムの検討を実施

・Ｈ23年9月に既存導入施設の見学やシステムのデモ、業務別の小委員会での検討を経て、委員会にて採用ベ
ンダーを選定

・Ｈ23年9月の運営委員会、同10月の理事会の承認をもって導入ベンダーを確定
・Ｈ23年10月に導入体制を改め、業務ごとに電子化の運用を検討する業務別のワーキンググループが設置され、
業務（運用）内容の検討を開始

・Ｈ24年5月に電子カルテの操作説明会（レクチャー）を開始
・Ｈ24年7月に各ワーキングで検討された内容に基づき、システム初期設定作業を開始
・Ｈ24年7月に事前入力環境及び自習環境の運用を開始
・Ｈ24年9月に電子カルテ運用リハーサル（9/7・9/14・9/22）及び各部署反省会を実施
【所感】
　今回、移転開院ならびに電子カルテシステムとオーダーリングシステムの同時導入。また、スケジュール途
中に病院機能評価 Ver.6の認定受審という大きなイベントも有り、業務的に厳しい状況でした。また、運用検討
フェーズでは移転に伴い、スタッフ及び患者様の動線が変わる為、平面図上での想定でしか検討出来ず苦労致し
ました。しかし、院長以下各部署スタッフ全員の協力の下、無事に運用を開始出来ました。運用開始後には、ト
ラブルや想定外の諸問題が多数発生しましたが、各部署スタッフ、導入ベンダーと協議し、運用開始から約3ヵ
月が経過した今は、終息に向かっています。今後、患者様の待ち時間短縮、電子化されたデータの有効活用（病
院運営指標作成）など、ブラッシュアップに努めて行きたいと思います。

情報システム課長　野崎　勉


